
創業メンバーの１人、藤井洋征さん。厚生労働省「現代の
名工」認定者。現在は板金技能・技術顧問を務めている。

株
式
会
社
山
下
工
業
所
山
口
県
下
松
市

打
ち
出
し
板
金
技
術
で

高
速
鉄
道
の〝
最
先
端
〞を
支
え
る

東
海
道
新
幹
線
開
業
か
ら
50
年
。

ハ
ン
ド
ハ
ン
マ
ー
に
よ
る
板
金
加
工
技
術
で

個
性
的
な
新
幹
線
の
顔
を
つ
く
り
続
け
て
き
た
工
場
が
あ
る
。

匠
の
技
術
で
、日
本
の
鉄
道
の＂
最
先
端
＂を
支
え
続
け
る

山
下
工
業
所
を
訪
ね
た
。

複
雑
な
三
次
元
曲
面
を
つ
く
り

出
す
打
ち
出
し
板
金
の
技
術

　

１
９
６
４
年
10
月
。
今
か
ら
半
世
紀
前
に
、
日

本
が
世
界
に
誇
る「
新
幹
線
」
が
営
業
運
転
を
開
始

し
た
。
丸
い
鼻
先
が
印
象
的
な
初
代
０ゼ
ロ

系
「
ひ
か
り

号
」
が
東
海
道
を
ひ
た
走
る
姿
は
、
日
本
の
高
度
成

長
期
を
象
徴
す
る
姿
だ
っ
た
。
そ
の
０
系
を
は
じ
め
、

２
０
１
５
年
に
金
沢
ま
で
延
伸
開
業
す
る
最
新
の
北

陸
新
幹
線
Ｅ
７
系
ま
で
、
歴
代
の
数
多
く
の
新
幹
線

の
顔
（
先
頭
構
体
、
通
称
オ
デ
コ
）
を
つ
く
っ
て
き

た
の
が
、
日
立
製
作
所
が
鉄
道
車
両
の
製
造
拠
点
を

構
え
る
山
口
県
下
松
市
に
あ
る
株
式
会
社
山
下
工
業

所
だ
。

　

個
性
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
新
幹
線
の
顔
が
、
実
は
人

山下社長の父で創業者（現相談役）の山下清登さん。

【新幹線先頭構体の製造工程】
1. フレームを製作する。
2. 加工機を使用して板を大まかに成形する。
3. ハンドハンマーで打ち出し成形する。
4. フレームに合わせてさらに微調整する。
5. フレームに溶接。この後、研磨して仕上げる。

2 1

34

の
手
に
よ
る
ハ
ン
マ
ー
で＂
手
づ
く
り
＂さ
れ
て
い
る

こ
と
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

「
機
械
で
も
つ
く
れ
ま
す
が
採
算
が
合
い
ま
せ
ん
。

う
ち
で
は
ア
ル
ミ
板
を
手
動
の
加
工
機
で
大
ま
か
に

成
形
し
た
後
、
技
能
者
が
ハ
ン
ド
ハ
ン
マ
ー
で
丁
寧

に
調
整
し
溶
接
で
組
み
上
げ
る
、
打
ち
出
し
板
金

で
お
つ
く
り
し
て
い
ま
す
。
数
年
ご
と
に
変
わ
る
デ

ザ
イ
ン
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
ま
す
」
と
語
る
の
は
、

同
社
代
表
取
締
役
社
長
の
山
下
竜た
つ
と登
さ
ん
だ
。

　

打
ち
出
し
板
金
は
、
金
床
の
上
に
置
い
た
金
属
板

を
ハ
ン
マ
ー
で
繰
り
返
し
叩
く
こ
と
で
、
金
属
板
を

伸
縮
さ
せ
、
三
次
元
曲
面
を
つ
く
っ
て
い
く
金
属
加

工
法
。
金
属
板
の
ど
の
点
を
ど
の
く
ら
い
打
つ
か
は
、

勘
と
経
験
が
も
の
を
い
う
匠
の
技
だ
。
ハ
ン
マ
ー
で

叩
く
こ
と
は
誰
に
で
も
で
き
る
が
、
熟
練
者
に
よ
る

完
成
品
は
非
常
に
高
精
度
な
製
品
と
な
る
。

5

初代０系の試作車両の顔をつくる山下清登さん（左）。1961年、日立製作所笠戸工場にて。
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取材・文／豊岡 昭彦　写真／斎藤 泉

1.		北陸新幹線（E7系）の先頭構体・前頭ブロッ
ク。

2.		将来の「現代の名工」を目指す若い技能者。

3.	仕上げの研磨作業。

4.	50年以上使用されてきた金床。この上で、多
くの新幹線の顔が加工されてきた。

5.	山下竜登社長と顧問の藤井洋征さん。山下社
長の幼少期、住み込みだった藤井さんがおし
めを替えたという仲だ。

3

2

45

も
現
れ
た
。

　

技
の
知
名
度
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
就
職
希
望
者

が
出
始
め
、
最
近
の
５
年
間
で
６
人
が
入
社
。
職
人

の
道
を
歩
み
始
め
て
い
る
。
優
れ
た
技
術
で
あ
っ
て

も
、
知
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
存
在
し
な
い
の
と
同

じ
。
技
術
の
継
承
に
は
、
積
極
的
な
情
報
発
信
が
欠

か
せ
な
い
の
だ
。

　

現
在
日
本
は
、
官
民
を
あ
げ
て
新
幹
線
を
海
外
に

輸
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
す
で
に
台
湾
に
は
日
本

の
新
幹
線
を
ベ
ー
ス
と
し
た
高
速
鉄
道
が
走
り
、
イ

ギ
リ
ス
で
も
日
立
製
作
所
が
製
作
し
た
初
め
て
の
欧

州
向
け
高
速
鉄
道
車
両
で
あ
る「
ク
ラ
ス
３
９
５
」

が
走
っ
て
い
る
。

　

50
年
間
乗
客
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
輝
か
し
い
安
全
記

録
に
加
え
、
地
震
に
も
強
く
、
雪
が
降
っ
て
も
な
か

な
か
運
休
し
な
い
日
本
の
新
幹
線
。
現
状
、
世
界
で

の
シ
ェ
ア
は
高
く
は
な
い
が
、
そ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
は

抜
き
ん
で
て
い
る
。
こ
う
し
た
車
両
に
は
、
山
下
工

業
所
の
よ
う
な
多
く
の
町
工
場
の
匠
た
ち
の
手
で
つ

く
ら
れ
た
部
品
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

山
下
工
業
所
に
は
、
匠
の
技
の
伝
承
と
い
う
難
問

に
正
面
か
ら
挑
戦
し
、
日
本
の
新
幹
線
の
未
来
に
貢

献
し
て
い
こ
う
と
す
る
真
摯
な
熱
意
が
あ
ふ
れ
て
い

た
。

　

現
場
で
の
独
修
が
基
本
で
、
習
得
に
最
低
で
も
10

年
は
か
か
る
と
さ
れ
る
匠
の
技
。
生
ま
れ
つ
き
の
器

用
さ
も
要
求
さ
れ
る
た
め
、
誰
に
で
も
身
に
付
け
ら

れ
る
技
で
は
な
い
。
人
材
発
掘
の
た
め
に
ほ
う
ぼ
う

を
訪
ね
た
が
、
応
募
者
を
一
人
も
集
め
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
知
名
度
が
な
く
、
技
の
価
値
が
理
解

さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か「
時
代
遅
れ
の
技
術
」
と

揶
揄
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

状
況
を
一
変
さ
せ
た
の
が
、
打
ち
出
し
板
金
に
よ

る
弦
楽
器
づ
く
り
だ
っ
た
。
米
国
の
博
物
館
か
ら
現

存
す
る
最
古
の
チ
ェ
ロ「
ザ
・
キ
ン
グ
」の
図
面
を
取

り
寄
せ
、
新
幹
線
と
同
じ
ア
ル
ミ
板
に
な
め
ら
か
な

曲
面
を
施
し
、
溶
接
し
て
磨
き
上
げ
た
。

　

国
主
催
の
展
示
会
へ
の
出
展
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

繊
細
な
弦
楽
器
を
再
現
で
き
る「
高
度
な
職
人
技
」

と
し
て
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
学
校

で
の
講
演
や
工
場
見
学
の
受
け
入
れ
依
頼
が
舞
い
込

む
よ
う
に
な
り
、
講
演
を
聴
い
た
小
学
生
か
ら
は
将

来
、
打
ち
出
し
板
金
の
職
人
に
な
り
た
い
と
い
う
子

つ
の
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
山
下
社
長
は
語
る
。

「
ま
ず
、
先
頭
構
体
を
い
く
つ
か
の
大
き
な
部
分
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
材
を
完
成
さ
せ
た
う
え
で
最

後
に
組
み
上
げ
る
ブ
ロ
ッ
ク
工
法
の
導
入
。
二
つ
目

は
、
材
料
が
鉄
か
ら
ア
ル
ミ
に
変
わ
り
、
作
業
性
と

成
形
性
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
。
そ
し
て
機
械
化
で
す
。

板
の
切
断
や
大
ま
か
な
成
形
が
機
械
で
の
加
工
に
置

き
換
え
ら
れ
、
技
能
者
は
機
械
に
は
不
向
き
な
加
工

に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

技
術
継
承
に
欠
か
せ
な
い 

積
極
的
な
情
報
発
信

　

山
下
工
業
所
の
課
題
の
１
つ
が
板
金
技
能
の
継
承

で
あ
る
。

「
家
業
を
継
ぐ
た
め
入
社
し
た
２
０
０
７
年
当
時
、

10
〜
20
代
の
技
能
者
が
お
ら
ず
、
打
ち
出
し
板
金
技

術
の
将
来
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
で
し
た
」

「
曲
面
の
あ
る
板
金
部
品
づ
く
り
に
は
、
金
型
で
の

プ
レ
ス
が
一
般
的
で
す
が
、
相
当
な
製
造
数
量
が
な

い
と
（
金
型
代
の
）
も
と
が
と
れ
ま
せ
ん
。
打
ち
出

し
板
金
の
場
合
、
金
型
不
要
な
の
で
１
個
づ
く
り
で

も
対
応
で
き
ま
す
」

　

鉄
道
車
両
は
典
型
的
な
多
品
種
少
量
生
産
品
で
あ

る
が
、
先
頭
構
体
の
よ
う
に
、
特
に
製
造
数
が
少
な

い
部
品
に
つ
い
て
、
打
ち
出
し
板
金
が
重
宝
さ
れ
る

と
い
う
。
現
在
同
社
で
は
、
運
転
台
な
ど
先
頭
車
両

関
連
の
他
の
部
品
も
製
作
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

一
編
成
で
数
個
程
度
し
か
要
ら
な
い
少
量
生
産
品
ば

か
り
で
あ
る
。

50
年
間
の
大
き
な
変
化 

製
造
期
間
３
カ
月
が
２
週
間
に

　

同
社
を
創
業
し
た
の
は
、
山
下
社
長
の
父
で
、
前

社
長
の
清き
よ
と登

さ
ん
。
自
動
車
修
理
工
場
に
丁
稚
奉
公

し
て
打
ち
出
し
板
金
の
技
を
身
に
付
け
た
。
こ
の
修

理
工
場
で
製
作
し
た
蒸
気
機
関
車
の
部
品
の
出
来
栄

え
が
日
立
製
作
所
笠
戸
工
場
（
現
笠
戸
事
業
所
）
に

認
め
ら
れ
、
構
内
作
業
を
請
け
負
う
板
金
工
に
な
り
、

曲
面
の
あ
る
在
来
線
特
急
や
モ
ノ
レ
ー
ル
の
部
品
づ

く
り
に
従
事
し
た
。
新
幹
線
と
の
出
会
い
は
初
代
０

系
の
試
作
車
両
。
清
登
さ
ん
は
、
実
物
大
の
先
頭

形
状
の
木
型
に
合
わ
せ
て
フ
レ
ー
ム
を
製
作
。
外
張

り
と
な
る
平
ら
な
鉄
板
を
ハ
ン
マ
ー
で
叩
き
、
曲
げ

て
い
く
と
い
う
作
業
を
毎
日
８
〜
10
時
間
繰
り
返
し
、

３
カ
月
か
け
て
完
成
さ
せ
た
と
い
う
。

　

そ
れ
か
ら
50
年
。
３
カ
月
か
か
っ
て
い
た
工
期
が

現
在
で
は
２
週
間
ま
で
短
縮
さ
れ
て
い
る
。
過
去
半

世
紀
の
間
に
作
業
効
率
を
大
幅
に
ア
ッ
プ
さ
せ
る
３

株
式
会
社
山
下
工
業
所

東
海
道
新
幹
線
開
業
の
前
年
、１
９
６
３
年
創
業
。創
業
者
が
確
立
し
た

独
自
の
打
ち
出
し
板
金
技
術
で
、新
幹
線
の
顔（
先
頭
構
体
）や
運
転
室

内
部
品
、運
転
台
な
ど
を
製
造
。経
営
安
定
化
の
た
め
参
入
し
た
半
導
体

製
造
装
置
向
け
の
精
密
部
品
に
つ
い
て
も
30
年
を
超
え
る
実
績
が
あ
る
。

http://w
w

w
.yam

ashita-kogyosho.com
/

上・ストラディバリウスの最高傑作をモデルにしたアルミ製バイオリン。

下・一品づくりで製作したMacBook	Air用のケース。打ち出し板金と精密板金の
複合作品。

1

45 GLOBAL EDGE   No.40   2015  Winter 44

匠
の
新
世
紀




